
１
従
軍
体
験
を
語
る
こ
と
―
竹
内
好
と
田
村
泰
次
郎

（
１
）
竹
内
好
の
従
軍
体
験

一
九
四
三
年
一
一
月
九
日
『
魯
迅
』
の
原
稿
を
日
本
評
論
社
編
集
部
に
渡
し
た
竹

内
好
の
も
と
に
、
一
二
月
一
日
召
集
令
状
が
届
き
、
竹
内
は
中
支
派
遣
軍
独
立
混
成

第
一
七
旅
団
（
通
称
峰
部
隊
、
旅
団
長
高
品
彪
少
将
、
編
成
地
上
海
）
歩
兵
第
八
八

大
隊
の
補
充
要
員
と
し
て
中
国
大
陸
に
出
征
す
る
。
こ
の
年
の
一
月
に
竹
内
は
、
武

田
泰
淳
、
岡
崎
俊
夫
、
松
枝
茂
夫
、
増
田
渉
た
ち
と
と
も
に
設
立
し
た
「
中
国
文
学

研
究
会
」
の
解
散
と
そ
の
機
関
誌
「
中
国
文
学
」
の
廃
刊
を
決
め
て
い
た
。
前
年
の

五
月
二
六
日
「
日
本
文
学
報
国
会
」
創
立
の
際
に
は
「
中
国
文
学
研
究
会
」
も
加
盟

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
会
議
が
一
一
月
三
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
際
に
は
不
参
加
を
表
明
し
て
お
り
、
「
中
国
文
学
研
究
会
」
を
解
散
し

「
中
国
文
学
」
を
廃
刊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
政
翼
賛
体
制
に
対
す
る
最
後
の
抵

抗
の
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

竹
内
は
「
中
国
文
学
」
第
八
〇
号
（
一
九
四
二
年
一
月
）
に
「
大
東
亜
戦
争
と
吾

等
の
決
意
」
と
い
う
宣
言
文
を
掲
載
し
、
「
十
二
月
八
日
、
宣
戦
の
大
詔
が
下
つ
た

日
、
日
本
国
民
の
決
意
は
一
つ
に
燃
え
た
。
爽
や
か
な
気
持
で
あ
つ
た
」
と
対
米
英

戦
争
を
安
易
に
肯
定
し
、
「
わ
れ
ら
は
支
那
を
愛
し
、
支
那
と
共
に
歩
む
も
の
で
あ

る
。
わ
れ
ら
は
召
さ
れ
て
兵
士
た
る
と
き
、
勇
敢
に
敵
と
戦
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
常

住
坐
臥
、
わ
れ
ら
の
責
務
は
支
那
を
措
い
て
無
い
」
と
「
東
亜
解
放
の
戦
の
決
意
」

を
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
帝
国
日
本
は
太
平
洋
上
で
早
く
も
劣
勢
に
お
ち
い
っ
て
、

竹
内
は
一
兵
士
と
し
て
中
国
戦
線
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

主
と
し
て
湖
北
省
の
粤
漢
鉄
道
（
広
東
―
漢
口
）
警
備
を
任
務
と
し
て
い
た
独
立

混
成
第
一
七
旅
団
は
、
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
湖
北
省
西
部
お
よ
び

湖
南
省
北
部
で
展
開
さ
れ
た
「
江
南
殲
滅
作
戦
」
の
主
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
参
加
し
、

竹
内
が
現
地
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
の
は
激
戦
を
終
え
た
ば
か
り
の

時
期
に

重
な
っ

て
い
た
。
中
国

側
で
は
「

鄂
西
会
戦
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
作
戦
は
日
本
陸
軍
第
一
一

軍
が
、

当
時
は
重

慶
に
あ
っ
た
国
民

党
政

府
に
向
か
っ
て
進

撃
す
る
た
め
に
、
長
江

流
域
の
水
上

交
通

路
を
確

保
し
よ
う
と
し
て
六

個
師
団
と
一

個
旅
団
の
兵
力
を
投

入

し
、
中
国
第
六
戦

区
軍
の
第
一
〇
、
二
六
、
二
九
、
三
三
集
団
と
戦
闘
を
繰
り
広
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
は
じ
め
は
日
本
軍
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
中
国
軍
を
支
援
す
る
ア

メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
よ
る
犠
牲
者
が
増
加
し
て
く
る
と
、
日
本
軍
は
機
雷
の
撤
去
を

完
了
さ
せ
た
だ
け
で
撤
退
し
た
。
日
本
軍
の
発
表
に
よ
る
と
、
中
国
軍
の
遺
棄
死
体

三
〇

�七
六
六
、
捕
虜
四

�二
七
九
、
要
塞
砲
（
野
砲
級
）
三
門
、
山
砲
八
門
、
速

射
砲
九
門
、
迫

撃
砲
四
八
門
の
鹵
獲
、

飛
行
機
の
撃

墜
鹵
獲
一
三
機
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
日
本
軍
の
損

害
は
戦
死
者
七
七
一

人
と
戦

傷
者
二

�

七
四
六

人
で
、
戦

死
者
一
五
七

人
と
戦

傷
者
二
三
八

人
は
米
軍
機
の
空
襲
に
よ
る
被

害
で
あ
っ
た
（

注

1）。
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独
立
混
成
第
一
七
旅
団
は
、
五
月
八
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
の
作
戦
で
〈
廠
窖

虐
殺
事
件
（
廠
窖
惨
案
・
厂
窖
惨
案
）
〉
と
呼
ば
れ
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

第
三
四
、
四
〇
師
団
所
属
の
支
隊
と
と
も
に
湖
南
省
南
県
廠
窖
鎮
の
包
囲
戦
を
お
こ
な
っ

た
際
、
廠
窖
及
び
近
隣
住
民
一
三

�

〇
〇
〇
人
、
他
地
域
か
ら
避
難
し
て
き
た
難
民

一
二

�

〇
〇
〇
人
、
国
民
党
軍
第
七
三
軍
の
兵
士
五

�

〇
〇
〇
人
の
合
計
三
〇

�

〇

〇
〇
人
を
虐
殺
し
た
と
さ
れ
る
（
注

2）。
旅
団
麾
下
の
独
立
歩
兵
大
隊
の
大
隊
長
五
名
の

う
ち
三
名
が
戦
死
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
指
揮
官
の
間
に
は
報
復
の
感
情
が
高
ま
っ
て

い
た
の
が
、
こ
の
傷
ま
し
い
事
件
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
、
第
一
一
軍

司
令
官
横
山
勇
中
将
に
対
す
る
戦
犯
訴
追
を
中
国
側
が
求
め
た
が
、
横
山
が
巣
鴨
プ
リ

ズ
ン
で
病
死
し
た
た
め
に
立
件
さ
れ
な
か
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
八
月
一
五
日
、
事
件
の
あ
っ
た
地
に
厰
窖
虐
殺
事
件
記
念
館
が
開
館

し
、
犠
牲
者
を
悼
む
場
に
な
っ
て
い
る
。
敗
戦
時
竹
内
は
洞
庭
湖
に
臨
む
岳
州
で
旅
団

司
令
部
附
の
報
道
班
員
を
務
め
、
現
地
除
隊
し
て
漢
口
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。
敗
戦
三

ヶ
月
前
ま
で
は
、
華
容
県
北
景
港
で
大
隊
本
部
附
の
宣
撫
班
員
と
し
て
営
外
に
居
住
す

る
権
利
を
得
て
、
通
訳
を
す
る
か
た
わ
ら
中
国
語
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
た
（
注

3）。
暗
号

手
教
育
を
受
け
た
が
計
器
類
を
運
搬
す
る
体
力
が
な
く
て
失
格
し
た
こ
と
な
ど
、
帝
国

陸
軍
の
兵
士
と
し
て
ま
っ
た
く
失
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
後
年
に
な
っ
て
回
想
し
て
い
る
が
、

彼
が
も
っ
と
も
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

南
京
に
次
ぐ
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
こ
の
事
件

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
沈
黙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宣
撫
班
や

報
道
班
は
情
報
工
作
を
担
当
す
る
の
で
、
分
遣
隊
の
一
般
兵
士
と
は
違
っ
て
、
部
隊
内

外
の
情
報
を
広
く
耳
に
で
き
る
立
場
に
い
た
。
自
分
が
直
接
作
戦
に
は
参
加
し
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
半
年
前
に
み
ず
か
ら
所
属
す
る
第
八
八
大
隊
の
小
野
寺
實
大
隊
長
も
そ
の

な
か
で
戦
死
す
る
と
い
う
一
大
事
件
の
真
相
を
下
士
官
や
兵
士
か
ら
聞
い
た
は
ず
で
あ
る
。

部
隊
の
名
誉
を
守
る
た
め
な
の
か
、
戦

友
を
か
ば
う
た
め
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
真

実
を
明
か
さ
な
か
っ
た
点
で
は
、
あ
る
意

味
侵

略
国

家
と
共
犯

関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
、

そ
の
竹
内
が
戦
後
に
な
っ
て
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
を
語
ろ
う
し
た
こ
と
に
は
疑
念
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
２
）
田
村
泰
次
郎
の
従
軍
体
験

他
方
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
山
西
省
陽
泉
で
、
北
支
派
遣
軍
独
立
混
成
第
四
旅
団

（
通

称
石
部
隊
、
旅
団
長

片
山
省

太
郎
中
将
、

編
成
地
京

都
）
の
宣
撫
班
に
い
た
の

は
、
田
村
泰
次
郎
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
一
一
月
に
田
村
が
補
充
要
員
と
し
て
配

属
さ
れ
た
独
立
混
成
第
四
旅
団
は
、
同
年
八
月
か
ら
約
五
カ
月
に
河
北
省
石
家
荘
か

ら
山
西
省
太
原
ま
で
の
石
太
鉄
路
沿
線
で

展
開
さ
れ
た
〈
百
団
大
戦
〉
で
多
大
な
犠

牲
者
を
出
し
て
い
た
。
出
征
直
後
に
田
村
が
配
属
さ
れ
た
歩
兵
第
一
三
大
隊
第
三
中

隊
も
全
滅
同
然
の
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
泰
次
郎
は
同
郷
（
三
重
県
四
日
市
）
の
先

輩
丹
羽
文
雄
が
陸
軍
報
道
部
長
の
馬
淵
逸
雄
中
佐
に
依
頼
し
た
結
果
、
旅
団
本
部
附

の
宣
撫
班
に
転
属
さ
れ
た
。
宣
撫
班
で
は
、
日
本
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
中
国
共
産
党

軍
一
二
九
師
の
劇
団
員
を
使
っ
て
反
共
親
日
の
宣
伝
工
作
を
す
る
「
和
平
劇
団
」
を

結
成
し
、
革
命
根
拠
地
が
点
在
す
る
山
西
省
内
の
農
村
を
巡
回
公
演
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。田
村
は
、
復
員
後
ま
も
な
く
「
肉
体
の
悪
魔
」（「

世
界
文
化
」
第
一
巻
第
八
号
、

一
九
四
六
年
九
月
）、「

肉
体
の
門
」（「

群
像
」
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
四
七
年
三
月
）、

「
春

婦
伝

」
（

単
行
本

『
春

婦
伝

』
、
一

九
四
七
年
五
月
、

銀
座
出

版
社
）
の
〈

肉
体

三
部
作
〉
を

発
表
し
、
〈

肉
体
の

解
放
こ
そ
人
間
の

解
放
で
あ
る
〉
と
す
る
〈

肉
体

文
学
〉
の
旗
手
を
務
め
た
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
軽
佻
浮
薄
な
風
俗
小
説
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
「

春
婦

伝
」
は
山

西
省

盂
県
を

舞
台
に
、

階
級
と
年
次
に
よ
る

厳
格
な

差

別
の
下
、
完
全
な
服
従
が
強
い
ら
れ
た
日
本
軍
の
非
人
間
性
を
朝
鮮
人
慰
安
婦
の

視

点
か
ら

告
発
す
る
作

品
で
あ
っ
た
。
「

肉
体
の

悪
魔

」
は

和
平

劇
団
の

女
優

張
沢
民

を
モ
デ
ル
に
、
敵
味
方
を
超
え
て
〈
肉
体
〉
の
自
然
な
欲
求
か
ら
男
女
が
結
ば
れ
る
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と
い
う
戦
場
で
の
恋
愛
小
説
で
あ
る
。
宣
撫
班
員
の
「
私
」
に
向
か
っ
て
張
は
、
八

路
軍
総
司
令
部
や
晋
冀
魯
豫
辺
区
政
府
、
中
国
共
産
党
北
方
局
の
あ
っ
た
河
北
省
渉

県
に
い
た
と
き
の
生
活
を
語
る
。

八
路
軍
の
な
か
で
の
合
唱
の
さ
か
ん
な
こ
と
、
朝
の
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
抗
日

歌
や
革
命
歌
を
合
唱
す
る
兵
士
た
ち
の
歌
声
が
、

�河
に
沿
う
た
川
霧
に
閉
ざ

さ
れ
た
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
部
落
か
ら
、
ま
た
峰
々
か
ら
湧
き
お
こ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
反
響
し
あ
つ
て
、
太
行
山
と
い
ふ
大
自
然
を
舞
台
と
し
た
一
大
交
響
楽
の

や
う
に
聞
か
れ
る
、
そ
れ
が
太
行
軍
区
の
朝
の
挨
拶
で
あ
る
と
い
ふ
話
な
ど
、

生
活
力
に
溢
れ
た
自
由
な
軍
隊
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
日
本
軍
の
窮
屈
な
軍

規
と
い
ふ
も
の
に
縛
ら
れ
て
ゐ
る
私
た
ち
に
は
、
ま
る
で
別
の
世
界
の
や
う
に

思
は
れ
た
。

張
は
出
入
り
の
中
国
人
を
み
つ
け
る
と
、
抗
日
歌
「
黄
河
大
合
唱
」
の
メ
ロ
デ
ィ

を
口
笛
で
吹
い
て
、
自
分
の
消
息
を
同
志
に
伝
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
彼
が
二
重

ス
パ
イ
で
あ
っ
た
め
に
、
張
が
そ
れ
ま
で
一
二
九
師
三
八
五
旅
衛
生
部
看
護
婦
で
あ

る
と
話
し
て
い
た
の
は
嘘
で
、
実
は
太
行
山
劇
団
総
団
第
二
分
団
の
女
優
で
あ
っ
た

こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
う
。
も
し
彼
女
が
中
国
共
産
党
員
で
あ
る
こ
と
が
日
本
軍
に
知

ら
れ
れ
ば
、
厳
し
い
訊
問
の
末
に
銃
殺
さ
れ
て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
。
だ
が
張
は
こ

の
小
説
の
な
か
で
「
私
」
に
向
か
っ
て
、
「
日
本
帝
国
主
義
は
永
遠
に
中
国
民
族
の

敵
で
あ
る
」
と
三
回

は
じ
め
て
会
っ
た
と
き
、
肉
体
的
関
係
を
持
っ
た
と
き
、

最
後
に
別
れ
る
と
き

語
っ
て
お
り
、
終
始
自
分
の
「
民
族
的
立
場
」
を
守
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
田
村
は
「
肉
体
の
悪
魔
」
の
他
に
も
、
自
分
が
宣
撫
班
員
で
あ
っ

た
と
き
に
得
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
市
民
に
対
す
る
虐
殺
や
慰
安
婦
の
問
題
を
小

説
に
書
き
、
帝
国
陸
軍
の
加
害
性
と
暗
部
を
告
発
し
続
け
た
。

「
群
像
」
編
集
長
を
一
一
年
間
務
め
た
大
久
保
房
男
氏
は
、
田
村
の
小
説
に
は
戦

争
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
間
の
生
命
を
か
け
た
強
さ
が
あ
り
、
そ
れ
が
広
範
な
読
者
を

惹
き
つ
け
た
と
分
析
す
る
。
大
久
保
に
よ
れ
ば
、
林
彪
や
毛
沢
東
、
周
恩
来
の
名
前

を
知
っ
た
の
は
田
村
と
の
会
話
か
ら
で
あ
り
、
田
村
は
し
き
り
に
中
国
共
産
党
軍
を

ほ
め
て
い
た
と
い
う
。
国
民

文
学

論
争
に
お
い
て
、
「

竹
内
は
「
八
年
の
抗
日

独
立

戦
争
」
を
支
え
た
も
の
は
、
中
国
国
民
に
お
け
る
「
単
一
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の

責
任
の
自

覚
」
で
、
「
日
本
の
軍

閥
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
知

識
人
も
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
国
民
感
情
の
所
在
を
見
あ
や
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
た
が
、
竹
内
が
理
想
化
す

る
「
国
民
感
情
」
は
田
村
の
小
説
に
よ
っ
て
巧
み
に
描
き
出
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か

（
「
中
国

文
学
の
政

治
性
」
、
「
思

索
」
第
一

四
号
、
一
九

四
八
年
九

月
）

。

（
３
）
文
学
者
の
戦
争
責
任
と
は

敗
戦
後
、
「
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
的

文
学
の

創
造
と
そ
の

普
及
、
人
民
大

衆

の
創
造
的
・
文
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
昂
揚
と
そ
の
結
集
」
を
呼
び
か
け
た
新
日
本
文

学
会
が

文
学

者
の
戦
争

責
任
を

追
及
し
、
「

新
日
本

文
学
」
第
一

巻
第
三

号
（
一
九

四
六
年
六
月
）
に
主
要
な
責
任
者
の
「
第
一
回
発
表
」
分
と
し
て
菊
池
寛
や
久
米
正

雄
、
高
村
光
太
郎
、
斎
藤
茂
吉
、
火
野
葦
平
、
横
光
利
一
、
河
上
徹
太
郎
、
小
林
秀

雄
、
亀
井
勝
一
郎
、
保
田
與
重
郎
、
林
房
雄
、
佐
藤
春
夫
、
武
者
小
路
実
篤
な
ど
二

五
名
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
一
九
四
六
年
三
月
二
九
日
の
新
日
本
文
学
会
東
京
支

部
創
立
大
会
に
お
い
て
、
文
学
者
の
戦
争

責
任
を
追
及
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
た

小
田
切
に
よ
れ
ば
、
こ
の
リ
ス
ト
の
選
考
に
は
「
文
学
及
び
文
学
者
の
反
動
的
組
織

化
に
直
接
の
責
任
を
有
す
る
者
、
ま
た
組

織
上
さ
う
で
な
く
と
も
従
来
の
そ
の
人
物

の
文
壇
的
な
地
位
の
重
さ
の
故
に
そ
の
人

物
が
侵
略
賛
美
の
メ
ガ
フ
オ
ン
と
化
し
て

恥
じ
な
か
つ
た
こ
と
が
広
汎
な
文
学
者
及

び
人
民
に
深
刻
に
し
て
強
力
な
影
響
を
及
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ぼ
し
た
者
」
に
重
点
を
お
い
た
と
す
る
（
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
及
」
、

「
新
日
本
文
学
」
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
四
六
年
五
、
六
月
）。
戦
争
責
任
を
追
及
さ

れ
た
文
学
者
た
ち
は
、
侵
略
戦
争
を
翼
賛
す
る
た
め
に
筆
を
ふ
る
っ
た
と
い
う
容
疑

を
か
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
実
際
に
銃
を
握
っ
た
作
家
た
ち
が
戦
地
で
ど
の
よ
う
な
暴

力
行
為
を
働
い
た
の
か
と
い
う
点
は
追
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
彼
ら
も
あ
え
て
告

白
す
る
意
思
を
持
た
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
も
ま
た
不
本
意
な
が
ら
戦
争
に
動

員
さ
れ
た
一
人
の
市
民
で
あ
っ
て
、
他
国
を
侵
略
す
る
意
思
は
も
と
よ
り
持
た
ず
、

過
酷
な
戦
場
で
非
理
性
的
な
行
動
が
と
ら
れ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
、

彼
ら
が
復
員
し
た
日
本
社
会
の
な
か
で
は
了
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
良
心

に
も
と
づ
い
て
加
害
者
で
あ
る
自
分
た
ち
の
行
動
を
明
ら
か
に
し
て
お
け
ば
、
戦
争

の
悲
惨
な
実
態
を
伝
え
、
惨
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
の
誡
め
に
な
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
竹
内
は
「
魯
迅
の
文
学
の
根
源
は
、
無
と
称
せ
ら
る
べ
き
あ
る
何
者
か
で
あ

る
」
（
「
魯
迅
」
）
と
語
っ
た
が
、
こ
の
「
無
」
と
は
歴
史
や
事
実
を
否
定
し
て
闇
の

な
か
に
消
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
光
の
な
か
に
さ
ら
け
出
し
て
真
相

を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
国
民
文
学
論
争
と
百
花
斉
放
運
動

（
１
）
丸
山
眞
男
の
視
点

孫
歌
氏
の
『
竹
内
好
と
い
う
問
い
』

(二
〇
〇
五
年
五
月
、
岩
波
書
店

)は
、
日
中

双
方
に
〈
竹
内
好
ブ
ー
ム
〉
を
巻
き
起
こ
し
た
。
そ
の
な
か
で
孫
氏
は
丸
山
眞
男
の

「
肉
体
文
学
か
ら
肉
体
政
治
ま
で
」
（
「
展
望
」
第
四
六
号
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
）

を
参
照
に
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

丸
山
眞
男
が
田
村
泰
次
郎
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
媒
介
な
き
実
話
精
神
」
に
対
し
て

そ
の
清
算
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
と
き
、
竹
内
好
は
そ
れ
ま
で
棚
上
げ
さ
れ

て
き
た
日
本
の
「
肉
体
感
覚
」
を
解
剖
し
、
そ
れ
と
日
本
の
近
代
主
義
と
の
間

の
内
在
的
連
関
を
剔
抉
し
て
、
「
自
己
に
な
る
こ
と
を
拒
み
」
ま
た
「
す
べ
て

と
な
る
こ
と
を
拒
む
」
可
能
性
を
探
ろ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
（
注

4）。

こ
の
分
析
に
は
、
丸
山
と
竹
内
を
結
ん
で
戦
後
日
本
社
会
の
政
治
思
想
の
一
齣
を

描
き
出
そ
う
と
し
た
孫
氏
の
卓
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
丸
山
が
同
論
文
の
冒

頭
部
分
で
「
つ
い
先
だ
っ
て
例
の
傷
害
事

件
を
起
こ
し
た
Ｔ
氏
、
あ
の
人
が
泊
っ
て

行
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
ま
た

ア
ド
ル
ム
か
何
か
を
大
量
に
飲
ん
で
大
騒

ぎ
し
た
ら
し
い
」
と
言
及
し
て
い
る
の
は
、
実
は
田
村
泰
次
郎
で
は
な
く
田
中
英
光

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
田
中
は
一
九
四
六
年
三
月
に
日
本
共
産
党
に
入
党
し
、
徳
田
球

一
書
記
長
の
指
示
の
下
、
沼
津
地
区
委
員

長
と
し
て
国
鉄
沼
津
機
関
区
で
党
勢
拡
大

に
努
め
た
が
、
翌
年
三
月
に
離
党
し
て
日
本
共
産
党
と
ス
タ
ー
リ
ン
を
批
判
し
た
文

章
を
発
表
す
る
。
次
第
に
ア
ド
ル
ム
中
毒
に
お
ち
い
っ
て
、
一
九
四
九
年
五
月
に
は

新
宿
で
愛
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
山
崎
敬

子
を
薬
物
に
よ
る
妄
想
か
ら
刺
傷
さ
せ
、

一
〇
月
三
日
に
は
師
と
し
て
仰
い
で
い
た
太
宰
治
墓
前
（
三
鷹
市
禅
林
寺
）
で
自
殺

を
す
る
。

丸
山
に
よ
っ
て
「
媒
介
な
き
実
話
精
神
」
と
批
判
さ
れ
た
の
は
田
中
の
「
野
狐
」

（「
知
識
人
」
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
四
九
年
五
月
）
他
の
小
説
の
こ
と
で
、
丸
山
は

「
肉
体
文
学
の
「

異
常
性
」
が
結

局
私

小
説
的
日

常
性
と

同
じ

ダ
イ

メ
ン

ジ
ョ

ン
の

上
に
立
ち
、
た
だ
そ
の
「
恥
部
」
を
不
均
衡
に
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
と
同
様
に
、

侠
客
型
の
地
盤
で
あ
る
反
社
会
的
集
団
と
い
う
も
の
も
、
決
し
て
わ
れ
わ
れ
の
生
活

的
基
盤
と
質
的

●
●

に
ち
が
っ
た
源
泉
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
日
本

社
会
自
体
の
恥
部
で
あ
る
家
族
制
度
の
戯

画
化
じ
ゃ
な
い
か
」
と
痛
罵
し
た
。
孫
氏
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の
整
理
に
よ
れ
ば
、
丸
山
は
「
日
本
社
会
自
体
の
恥
部
」
と
い
う
〈
実
体
〉
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
近
代
政
治
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
〈
機
能
〉
を
重
視
し
た
の
に
対
し

て
、
竹
内
は
、
魯
迅
の
「
他
者
に
内
在
し
な
が
ら
他
者
を
否
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
そ
れ
は
同
時
に
自
己
の
な
か
に
他
者
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
否
定
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
」
と
い
う
「

�扎
」
の
方
法
を
ふ
ま
え
て
、「「
自
己
に
な
る
こ

と
を
拒
み
」
ま
た
「
す
べ
て
と
な
る
こ
と
を
拒
む
」
可
能
性
を
探
ろ
う
と
努
力
」
し

た
と
さ
れ
る
（
注

5）。

孫
氏
に
は
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
視
座
」（「
思
想
」
第
四
巻
第

二
二
号
、
一
九
九
八
年
六
月
）
と
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
「
政
治
」

丸
山
政
治

学
の
思
考
」（「
思
想
」
第
三
六
巻
第
五
三
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
と
い
う
二
本
の

論
文
が
あ
る
。
前
の
論
文
で
は
、
小
林
秀
雄
と
正
宗
白
鳥
と
の
思
想
と
実
生
活
論
争

を
ふ
ま
え
、
昭
和
前
期
か
ら
「
思
想
」
は
現
実
か
ら
分
離
し
た
「
人
間
の
日
常
生
活

な
い
し
自
然
・
社
会
と
は
別
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
抽
象
的
で
、
独
立

的
で
あ
り
、
実
生
活
を
支
配
す
る
力
で
も
あ
る
」
精
神
構
造
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
し
て
「
抽
象
的
で
現
実
と
訣
別
を
宣
言
し
た
「
思
想
」
が
、
今
世
紀
前
半

の
激
動
の
歴
史
の
中
で
、
い
か
に
歪
曲
さ
れ
誤
解
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
」、

そ
の
「
典
型
的
な
例
」
が
田
村
泰
次
郎
の
〈
肉
体
文
学
〉
で
あ
っ
た
と
す
る
。

田
村
の
反
応
は
直
接
に
小
林
を
非
難
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
思
想
と
実

生
活
論
争
」
を
構
成
す
る
基
本
的
思
考
の
パ
タ
ン
を
振
り
返
れ
ば
、
一
一
年
間

の
歳
月
を
は
さ
ん
で
見
え
な
い
糸
が
二
つ
を
直
接
的
に
繋
い
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
田
村
は
明
ら
か
に
正
宗
白
鳥
の
思
考
パ
タ
ン
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
実

生
活
の
疑
い
え
な
い
絶
対
的
価
値
を
強
調
す
る
。
正
宗
と
違
う
の
は
、
そ
の
思

考
対
現
実
の
図
式
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
日
本
と
い
う
中
身
を
入
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
入
れ
替
え
自
体
は
、
む
し
ろ
正
宗
の
「
思
想
が
現
実
に
還
元
で
き
る
」
と

い
う
実
体
的
な
思
想
認
識
の
見
事
な
実
践
と
な
る
ほ
か
な
い
。
「
実
生
活
か
ら

全
く
遊
離
し
た
抽
象
的
煩
悶
は
な
い
筈
」
と
確
信
し
て
い
る
正
宗
に
と
っ
て
は
、

丸
山
眞
男
の
言
う
「
分
離
」
と
「
遊
離
」
の
区
別
を
つ
け
な
い
か
ぎ
り
、
小
林

の
言
っ
た
実
生
活
と
の
訣
別
な
ど
は
た
だ
の
「
意
味
な
い
空
言
」
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
現
実
感
覚
が
、
戦
争
を
経
て
、
田
村
の
代
表
し
た
日
本

的
「
肉
体
文
学
」
へ
と
逆
転
し
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

孫
氏
は
田
村
を
、
正
宗
白
鳥
に
代
表
さ
れ
る
自
然
主
義
文
学
の
流
れ
を
汲
む
作
家

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
白
鳥
の
い
う
「
実
生
活
」
と
田
村
の
い
う
「
肉
体
」

と
は
根
本
的
に
違
う
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
田
村
は
、
思
想
を
現
実
に
還
元
さ
せ

よ
う
と
し
た
の
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
日
本
の
図
式
を
示
し
て
み
せ
よ
う
と
し
た
の

で
も
な
い
。
現
実
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
媒
介
さ
せ
て
思
想
の
次
元
に
昇
華
さ
せ
る
プ

ロ
セ
ス
の
な
か
に
は
、
虚
偽
が
ま
ぎ
れ
こ
む
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。
〈
肉
体
文
学
〉
が
一

般
読
者
か
ら

広
範
な
支

持
を

得
た
の
は
、

露
骨
な
性

風

俗
の
表
現
に
魅
せ
ら
れ
た
面
も
あ
る
が
、
帝
国
日
本
が

�大
東
亜
共
栄
圏

�と
い
う

美
辞
麗
句
を
連
ね
た
〈
思
想
〉
を
振
り
か
ざ
し
て
犯
し
て
き
た
歴
史
的
現
実
を
、
暴

力
に
は
痛
み
を
も
っ
て
応
じ
る
血
の
通
っ
た
個
人
の
〈
肉
体
〉
を
基
点
に
し
て
虚
偽

を
告
発
し
、
い
か
な
る
抽
象
性
に
も
懐
疑
の
眼
を
向
け
る
と
い
う
の
が
敗
戦
日
本
の

出
発
点
で
、
日
本
社
会
は
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち
を
と
ら
え
て
い
た
一
切
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
再
建
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
経

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
孫
氏
が
高
く
評
価
し
た
よ
う
な
、
理
論
と
現
実
の
関

係
に
お
い
て
丸
山
が
見
い
だ
し
た
「
二
つ
の
生
産
的
契
機
」

「
理
論
が
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
持
つ
「
責
任
」
を
理
解
す
る
契
機
、
つ
ま
り
現
実
と
の
距
離
感
を
保

つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
の
独
立
性
を
正
当
化
す
る
と
い
う
契
機
」
と
「
理
論
家

が
操
作
過
程
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
ゆ
く
素
材
に
対
す
る
愛
惜
の
念
を
理
論
的
思
想
的
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に
位
置
づ
け
る
と
い
う
契
機
」

を
得
る
こ
と
の
で
き
る
状
況
が
よ
う
や
く
整
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

孫
氏
に
よ
れ
ば
「
丸
山
は
思
想
史
の
限
界
を
文
学
と
い
う
他
者
に
よ
っ
て
示
し
、

自
分
に
対
し
、
そ
の
境
界
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
デ
ィ
レ
ン
マ
を
課
題
と
し
て
課
す

こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
科
学
な
い
し
現
代
知
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
わ
れ
わ
れ
に
投
げ

か
け
て
い
る
」
と
す
る
。
丸
山
が
日
本
自
然
主
義
文
学
や
〈
肉
体
文
学
〉
を
引
き
合

い
に
出
し
た
の
は
、
「
文
学
論
争
に
お
い
て
は
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
肉
体
」
と

「
精
神
」
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
日
本
文
学
の
肉
体
的
特
徴
を
初

め
て
日
本
的
な
精
神
構
造
と
し
て
位
置
づ
け
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
本
質
は
ア
・
プ
リ

オ
リ
に
置
か
れ
て
い
る
絶
対
的
存
在
で
は
な
く
、
便
宜
の
た
め
の
相
対
的
存
在
だ
と

強
調
し
、
さ
ら
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
自
己
目
的
化
を
も
防
止
す
る
考
え
方
を
真
正
面

か
ら
提
出
」
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

�大
東
亜
共
栄
圏

�と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
が
現
実
以
上
の
現
実
に
み
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
を
深
め
る
と
い
う

点
で
は
、
む
し
ろ
丸
山
と
田
村
と
は
同
じ
モ
ー
メ
ン
ト
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
「
媒
介
さ
れ
た
現
実
を
直
接
性
に
お
け
る
現
実
よ
り
も
高
度
な
も
の

と
見
る
」
と
い
う
「
近
代
精
神
」
へ
の
信
仰
は
、
あ
く
ま
で
も
合
理
主
義
を
重
ん
じ

る
政
治
学
者
の
丸
山
に
は
あ
っ
た
が
、
人
間
が
獣
と
化
す
過
酷
な
戦
場
を
体
験
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
合
理
主
義
を
ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
文
学
者
の
田
村
に
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
き
に
あ
げ
た
二
本
の
論
文
の
う
ち
後
の
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
「
政
治
」
」
で

は
、
孫
氏
は
「
ア
ー
ト
と
し
て
の
政
治
」
と
い
う
章
を
設
け
、
「
人
間
行
動
の
政
治

的
側
面
は
政
治
的
主
体
と
し
て
抽
象
で
き
る
が
、
政
治
的
主
体
は
イ
コ
ー
ル
人
間
と

い
う
実
体
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
主
体
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
時
間
と

空
間
と
い
う
両
面
に
お
い
て
、
つ
ね
に
変
化
と
転
移
が
起
こ
り
、
そ
の
一
方
、
政
治

的
主
体
の
変
化
、
複
数
の
主
体
の
相
関
関
係
の
変
化
、
場
の
変
化
、
主
体
と
場
の
変

化
な
ど
が
、
複
合
し
た
形
で
進
行
す
る
」
と
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
日

常
感
覚
の
位
相
で
の
具
体
性
」
で
は
な
く
「
い
く
つ
か
の
媒
介
を
通
し
て
、
出
来
事

の
イ
メ
ー
ジ
に
反
応
」
す
る
「
機
能
的
な
具
体
性
」
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す

る
。
そ
し
て
文
学
者
の
な
か
で
最
も
丸
山
の
思
想
に
近
か
っ
た
の
が
竹
内
好
で
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
２
）
竹
内
好
の
視
点

竹
内
の
国
民
文
学
論
争
に
つ
い
て
は
、
島
村
輝
氏
の
「
浮
沈
す
る
「
国
民
」
と

「
文
学
」

「
国
民
文
学
論
争
」
と
い
う
問
題
系
」
（
「
文
学
」
第
五
巻
第
六
号
、

二
〇
〇
四
年
一
一
、
一
二
月
）
や
内
藤
由
直
氏
の
「
野
間
宏
の
抵
抗
と
革
命
―
戦
後

国
民
文
学
論
の
同
時
代
性
」（「
社
会
文
学
」
第
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
な
ど

の
優
れ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
、
同
時
代
の
思
想
状
況
の
な
か
で
の
竹
内
の
位
置
が
一

層
明
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
島
村
氏
に
よ
れ
ば
、
竹
内
は
「
ラ
ジ
カ
ル

な
近
代
主
義

批
判
、
「
近
代
主
義
」
の

克
服
が
す
な
わ
ち
「
国
民
文
学
」
形

成
の

根

本
条

件
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を

押
し

隠
し
て
、

表
面
的
に
は
「
「
整
理
」
者
と
い

う
仮
装
」
を
し
た
。
そ
れ
を
看
破
し
た
の
が
福
田
恆
存
で
、
福
田
は
「
国
民
文
学
に

つ
い
て
」（「
文
学
界
」
第
六
巻
第
九
号
、
一
九
五
二
年
九
月
）
の
な
か
で
、
竹
内
が

「「
左
翼
」
陣
営
か
ら
の
「
国
民
文
学
」
の
提
唱
と
の
差
異
化
を
は
か
り
、
そ
の
露
骨

な
政
治
主
義
と
は
一
線
を
画
す
る
た
め
に
「
整
理
」
者
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
選
び
取
っ

た
」
の
だ
と
指
摘
し
た
。
福
田
の
眼
に
は
「
竹
内
の
ス
タ
ン
ス
は
マ
ヌ
ー
バ
ー
的
、

似
非
「
政
治
」
的
な
許
し
が
た
い
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
と
し
て
映
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
竹
内
は
「
近
代
主
義
」
を

超
克
す
る
た
め
に
「
民

族
」
「
国
民
」
と
い
う

概

念
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
概
念
は
実
は
「
近
代
主
義
」
の
産
物
で
あ
る
わ
け

で
、

福
田
は
竹
内
の
「
「
民

族
」
「
国
民
」
と
い
う

概
念
を

前
提
と
し
て

疑
わ
な
い

「
本
質
主
義
」
的
な
思
考

法
に
対
す
る
、
的

確
な

脱
構

築
的

批
判
」
を
お
こ
な
っ
た
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と
い
う
。
そ
の
一
方
で
島
村
氏
は
、
竹
内
が
一
定
の
評
価
を
与
え
た
野
間
宏
の
「
国

民
文
学
に
つ
い
て
」（「
人
民
文
学
」
第
三
巻
第
九
号
、
一
九
五
二
年
九
月
）
の
な
か

に
、
「
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
「
抵
抗
」
へ
の
実
践
的
参
画
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
対
し
て
「「
民
族
」「
国
民
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
こ
と
ば
に
終
始
し
た
論

文
の
横
行
す
る
空
虚
さ
を
補
完
す
る
、「
国
民
文
学
」
の
内
実
を
ホ
ジ
テ
ィ
ブ
に
語
っ

た
稀
な
例
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。

こ
の
野
間
の
ス
タ
ン
ス
を
批
判
し
た
の
が
内
藤
氏
で
、
内
藤
氏
に
よ
れ
ば
「
野
間

の
論
理
を
支
え
て
い
た
「
反
米
・
反
戦
の
思
想
は
政
治
と
文
学
の
一
体
化
、
お
よ
び

権
力
奪
取
に
よ
る
隷
属
か
ら
の
解
放
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
が
、
一
方
で
共
産
党
新

綱
領
の
影
響
を
深
く
刻
み
込
ん
だ
野
間
の
国
民
文
学
論
は
悪
し
き
公
式
主
義
の
産
物

と
し
て
一
絡
げ
に
否
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。
し
か
も
「
野
間
と
竹
内
の
論
争

は
戦
争
へ
の
加
害
責
任
の
問
題
を
忘
却
し
、
六
全
協
は
野
間
の
議
論
を
忘
れ
る
こ
と

で
そ
の
忘
却
過
程
自
体
を
忘
れ
去
っ
た
」
と
い
う
。
内
藤
氏
の
厳
し
い
批
判
は
、
本

稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
自
己
の
従
軍
体
験
を
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
み
ら
れ
る

竹
内
の
本
質
的
な
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
優
れ
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
国
民
文
学
論
争
に
お
け
る
竹
内

の
主
張
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
国
民
文
学
論
争
に
お
い
て
竹
内
は
「
啄
木
を
通
じ

て
逆
に
透
谷
、
独
歩
の
素
朴
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
大
切
な
の
は
革
命
の
伝
統
で
あ
っ
て
革
命
の
結
果
で
は
な
い
。
結
果
だ
け
を
人

に
も
ら
い
た
が
る
乞
食
根
性
は
、
文
学
を
堕
落
に
導
く
。
／
中
国
の
人
民
文
学
を
日

本
へ
導
き
入
れ
よ
う
と
す
る
態
度
に
、
こ
の
乞
食
根
性
が
現
れ
て
い
な
い
か
を
私
は

恐
れ
る
」（「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
革
命
」、「
人
間
」
第
六
巻
第
七
号
、
一
九
五

一
年
七
月
）
と
語
っ
た
。
「
中
国
の
人
民
文
学
」
の
本
質
は
「
文
学
者
が
自
分
で
特

権
を
否
定
し
て
い
く
と
い
う
、
一
種
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
似
た
運
動
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
国
民
文
学
の
発
生
の
た
め
に
、
地
盤
を
掃
除
し
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
が
魯
迅
で

あ
る
」（「
中
国
文
学
の
政
治
性
」）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
新
日
本
文
学
」
第
一
三
巻
第
二
号
（
一
九
五
八
年
二
月
）
に
は
、
竹
内
が
司
会

者
を
務
め
た
座
談
会
「
中
国
の
現
実
と
日
本
の
文
学
者
―
中
国
旅
行
か
ら
か
え
っ
て
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
作
家
協
会
と
対
外
文
化
協
会
の
招
待
に
よ
っ
て
、
本

多
秋
五
や
中
野
重
治
、
多
田
裕
計
、
十
返
肇
、
堀
田
善
衛
、
井
上
靖
、
山
本
健
吉
な

ど
の
作
家
が
北
京
や
上
海
、
広
州
、
重
慶
、
成
都
を
訪
問
し
た
。
井
上
と
山
本
を
除

い
て
全

員
が
こ
の

座
談
会
に
参
加
し
て
い
る
の
だ
が
、

彼
ら
は
中
国
で

折
か
ら
の

「
百

花
斉
放

百
家
争

鳴
（

双
百
）
」
を

目
撃
し
て
い
た
。

多
田
に
よ
れ
ば
、
「
戦
争
中

は
民
族
戦
線
」
の
側
に
立
っ
て
銃
を
と
っ
た
老
舎
が
「
党
の
路
線
を
是
認
し
な
が
ら
、

且
つ
文
学
に
お
い
て
は
自
由
と
個
人
的
な
力
量
の
違
い
は
非
常
に
大
事
だ
」
と
繰
り

返
し

説
き
、
「
解
放

後
に

出
た

若
い

作
家
を

持
ち

上
げ
」
る
一
方
で
「
あ
ま

り
に
も

教
条
主
義
に
陥
る
と
い
う
こ
と
」
に
は
警
戒
し
て
「
さ
か
ん
に
若
い
人
を
た
し
な
め

て
書
い
て
い
る
」
こ
と
に
非
常
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
老
舎
は
「
人
民
日
報
」

英
文

版
(一
九
五
七
年
一
月
一
六
日

)に
「
文
学
に
は
そ
れ
自

身
の

規
律
性
が
あ
る
。

名
前
は
文
学
で
も
、
政
治
専
門
用
語
ば
か
り
で
は
誰
も
読
み
た
が
ら
な
い
。
こ
こ
何

年
か
文
学
の
領
域
で
も
公
式
化
と
概
念
化
の
間
違
い
が
あ
っ
た
。
民
主
国
家
に
お
い

て
は
誰
で
も
批
評
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
作
家
が
書
き
た
い
と
思
う
内
容
は
、

自
由
で
あ
る
べ
き
だ
。
人
民
に
害
の
な
い
作
品
な
ら
何
を
書
い
て
も
い
い
し
、
発
表

し
て
も
い
い
」
と

記
し
て
い
る

（
注

6）。
作

品
の
な
か
に
自

殺
や

殺
人
の

場
面
が
自

由

に
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

時
代
、

老
舎
の

『
茶

館
』
（
一
九
五
七
年
七
月
）
は

登
場
人
物
の

王
利
発
を
自

殺
さ

せ
、
革
命
参
加
を

積
極
的
に

描
か
な
か
っ
た
。
〈
反

右
派
闘
争
〉
が
は
じ
ま
る
と
、
老
舎
は
「

百
花
斉
放
の
積
極
的
作
用
は
火
を
み
る
よ

り
明
ら
か
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
「
現

在
我

々
は
、
政
治
と
文
化
の
領

域
で
、

反
右
派
闘
争
の
真
っ
只
中
に
あ
る
。
右
派
分
子
は
党
が
開
始
し
た
教
条
主
義
に
反
対

す
る
運
動
の
機
会
に
乗
じ
て
、
解
放
以
来

労
働
者
人
民
の
す
べ
て
の
成
果
を
中
傷
し

尾西康充 竹内好と国民文学論争―従軍体験と百花斉放運動―

七七



て
、
捕
ま
っ
た
」（「
作
家
談
写
作
」、「
中
国
建
設
」
第
一
一
期
、
一
九
五
七
年
一
一

月
）
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
〈
反
右
派
闘
争
〉
で
は

�右
派

�を
弾
圧
す
る

側
に
ま
わ
っ
た
老
舎
で
あ
っ
た
が
、
〈
文
化
大
革
命
〉
の
一
九
六
六
年
八
月
、
今
度

は
老
舎
が
〈
反
革
命
分
子
〉
と
し
て
紅
衛
兵
に
糾
弾
さ
れ
て
殴
打
さ
れ
た
。

再
び
座
談
会
「
中
国
の
現
実
と
日
本
の
文
学
者
」
に
戻
れ
ば
、
北
京
で
面
会
し
た

中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
宣
伝
部
副
部
長
で
作
家
の
周
揚
（
一
九
〇
八
―
一
九
八
九
）

の
印
象
が
盛
ん
に
語
り
合
わ
れ
、
竹
内
も
「
人
物
評
論
だ
け
に
興
味
を
持
つ
の
は
日

本
人
の
悪
い
く
せ
で
す
が
」
と
断
り
な
が
ら
も
周
楊
の
人
と
な
り
を
尋
ね
て
い
る
。

出
席
者
は
み
な
〈
胡
風
問
題
〉
と
〈
丁
玲
問
題
〉
に
触
れ
、
本
多
が
「
丁
玲
は
人
民

内
部
の
問
題
、
胡
風
の
方
は
反
革
命
」
と
発
言
し
て
い
る
。
一
九
五
五
年
に

�反
革

命
集
団

�の
頭
目
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
胡
風
と
、
一
九
五
七
年
に

�反
党
集
団

�の

一
員
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
丁
玲
と
は
、
日
本
の
進
歩
的
作
家
た
ち
に
と
っ
て
関
心
の

的
で
、
周
楊
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
た
の
か
を
知
り
た
が
っ

て
い
た
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
竹
内
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
周
楊
路
線
と
は
言
つ
て
は
い
け
な
い
か
知
ら
ん
け
ど
、
今
の
党
の
指

導
性
で
す
ね
、
こ
れ
は
永
久
不
変
の
も
の
じ
や
な
い
し
、
変
つ
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
う
し
、
変
つ
て
く
る
の
は
新
し
い
若
い
作
家
が
た
く
さ
ん
出
て
来
て
、
文

学
運
動
が
広
汎
に
広
が
つ
て
く
る
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
し
て
今
の
上
か
ら
く
る
指
導
性
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
ゆ
く
か
、

そ
の
変
え
て
ゆ
く
も
の
が
出
て
く
る
か
と
い
う
新
興
の
気
運
で
す
な
、
そ
ん
な

も
の
を
ど
ん
な
ふ
う
に
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。
自
由
化
の
方
向
が
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
の
か
。
そ
れ
が
文
学
の
領
域
で
す
ね
。

残
念
な
が
ら
こ
の
後
「
自
由
化
の
方
向
」
が
「
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
」
こ
と
は

な
く
、
孫
氏
が
読
み
と
ろ
う
と
し
た
「
文
学
の
政
治
的
機
能
」
と
い
う
竹
内
の
主
張

は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〈
文
学
の
自
律
性
〉
は
雑
誌
「
人
民
文
学
」
を
通

じ
て
日
本
共
産
党
主
流
派
が
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
た
国
民
文
学
論
争
で
も
、
竹
内

が
「
政
治
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
文
学
に
適
用
」
す
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
て

い
た
の
だ
が
（
「
文
学
の
自
律
性
な
ど
―
国
民
文
学
の
本
質
論
の
中
―
」
、
「
群
像
」

第
七
巻
第
一
一
号
、
一
九
五
二
年
一
一
月
）
、
他
者
を
否
定
し
自
己
を
否
定
し
な
が

ら
発
展
す
る
〈
否
定
弁
証
法
〉
と
も
い
う
べ
き
文
学
本
来
の
機
能
が
ま
っ
た
く
機
能

不
全
に
お
ち
い
っ
て
、
他
者
を
否
定
す
る
た
め
だ
け
の
強
権
発
動
の
装
置
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
新
日
本
文
学
」
同
号
に
は
、
訪
問
団
と
同
じ
時
期
に
中
国
に
滞
在
し
、

日
本
文
芸
家
協
会
と
中
国
作
家
協
会
の
共
同
声
明
（
一
九
五
七
年
一
一
月
一
〇
日
）

に
は
署
名
に
加
わ
っ
た
中
島
健
蔵
が
「
世
界
観
以
前
の
問
題
―
中
国
で
感
じ
た
こ
と
―
」

を
寄
稿
し
て
い
る
。
中
島
も
周
楊
と
〈
丁
玲
問
題
〉
に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
と
中
国

に
お
け
る
精
神
風
土
の
差
を
指
摘
し
て
い
る
。
中
島
に
よ
れ
ば
「
き
わ
め
て
ふ
つ
う

に
考
え
て
「
よ
く
な
い
こ
と
」
、
た
と
え
ば

衝
動
的
な

犯
罪
と
か
、
人
の

迷
惑
に
な

る
よ
う
な
利
己
主
義
と
か
を
、
あ
つ
さ
り
よ
く
な
い
と
認
め
、
そ
れ
を
な
く
す
こ
と

を
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
よ
く
な
い
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
悪
は
、
人

間
に
と
つ
て
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
ど
こ
ま
で
行
つ
て
も
人
間
の
弱

点
は
な
く
な
ら
な
い
と
信
じ
込
む
か
、
そ
れ
が
分
れ
道
」
に
な
る
の
だ
と
し
た
う
え

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

も
つ
と
は
つ
き
り
い
え
ば
現
に
こ
の
目
で
見
て
来
た
中
国
で
は
、
人
間
の
弱
点

を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
文
学
を
創
作
す
る
と
い
う

現
実
的
な
根
拠
が
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
日
本
で
は
、
ど
ん
な
に
人
間
の
弱

点
を
お
お
い
か
く
そ
う
と
し
て
も
、
や
り
き
れ
な
い
ほ
ど
社
会
に
そ
れ
が
充
満
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し
て
い
る
の
で
、
文
学
は
そ
れ
を
よ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

中
島
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は
政
治
的
に
「
人
間
の
弱
点
」
を
根
絶
し
よ
う
と
し
て

い
る
た
め
に
、
文
学
に
は
「
人
間
の
弱
点
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い

な
い
。
逆
に
日
本
で
は
政
治
的
に
は
解
決
で
き
な
い
と
諦
観
さ
れ
た
「
人
間
の
弱
点
」

こ
そ
文
学
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
で
き
る
だ
け
人
間
の
弱

点
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
望
む
の
か
、
逆
に
、
人
間
の
弱
点
が
少
な
く
な
れ
ば
人
生

が
お
も
し
ろ
く
な
く
な
り
、
文
学
は
あ
が
つ
た
り
だ
と
考
え
る
の
か
、
こ
れ
が
決
定

的
な
別
れ
道
で
あ
る
」
と
い
う
。
結
局
「
人
間
の
弱
点
」
を
描
こ
う
と
す
る
私
小
説

（
日
本
自
然
主
義
）
が
支
配
的
な
日
本
に
お
い
て
、
中
島
は
「
人
間
の
弱
点
」
を
克

服
し
た
と
思
い
込
ま
せ
る
「
形
式
的
な
道
徳
主
義
」
に
反
対
で
あ
る
一
方
、
「
弱
点

の
存
在
が
文
学
の
第
一
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
す
る
文
学
に
も
反
対
で
あ
る
と
い
う
ア

イ
ロ
ニ
ー
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
島
は
「
人
間
の
弱
点
」
を
政
治
が
克
服
す
べ
き
、
あ
る
い
は
文
学
が
描
写
対
象

と
す
べ
き
〈
実
体
〉
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
対
照
的
に
竹
内
は
、
そ
れ
ら

を
〈
機
能
〉
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
竹
内
に
よ
れ
ば
、
中
国
文
学
で
は

「
文
学
者
が
自
分
で
特
権
を
否
定
し
て
い
く
と
い
う
、
一
種
の
ナ
ロ
ド
ニ
キ
に
似
た
運

動
」
が
発
生
し
、
「
文
壇
的
な
ギ
ル
ド
意
識
」
を
排
除
す
る
〈
機
能
〉
と
し
て
の
文
学

が
「
国
民
文
学
の
発
生
の
た
め
に
、
地
盤
を
掃
除
し
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
が
魯
迅

で
あ
る
」
と
い
う
（
「
中
国
文
学
の
政
治
性
」
）
。
竹
内
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
伝

統
は
、
規
範
と
し
て
の
小
林
を
絶
対
に
し
て
、
そ
の
こ
と
で
大
衆
と
小
林
を
引
き
は

な
し
て
い
な
い
か
」
と
、
直
接
的
に
は
小
林
多
喜
二
に
代
表
さ
れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
を
批
判
し
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
「
人
間
の
弱
点
」
を
弱
点
と
し

て
提
示
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
通
じ
て
あ
る
種
の
自
己
肯
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
私

小
説
の
欺
瞞
を
撃
つ
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
竹
内
は
「
文
学
が
社
会
的
に
開
放
さ

れ
た
形
で
あ
れ
ば
、
場
の
問
題
が
価
値
の
問
題
と
混
同
さ
れ
て
文
学
の
内
部
に
も
ち

こ
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
し
、
「
場
」
が
確
保
さ
れ
れ
ば
「
文
学
者
が
文
学
の
問
題

に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
が
同
時
に
政
治
的
な
発
言
で
あ
り
う
る
」
よ
う
に
な
る
と
し

た
。
孫
氏
は
竹
内
の
言
及
し
た
「
場
」
を
「
機
能
」
と
し
て
読
み
替
え
、
「
常
に
変
動

し
な
が
ら
、
互
い
の
力
関
係
を
変
え
て
い
く
。
そ
し
て
文
学
は
、
そ
う
し
た
機
能
的
な

イ
ン
タ
ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
は
じ
め
て
、
そ
れ
自
身
の
独
立
性
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
「
機
能
の
間
の
交
錯
し
た
関
係
」
の
重
要
性
を
主
張
し
た
（
注

7）。

「
他
者
に
内
在
し
な
が
ら
他
者
を
否
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に

自
己
の
な
か
に
他
者
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
否
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
」

と
い
う
魯
迅
の
「

�扎
」
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
（
注

8）、
い
ず
れ
の
党
派
も
、

い
ず
れ
の
文
学
集
団
も
安
易
な
自
己
肯
定
と
硬
直
的
な
自
己
保
存
を
お
こ
な
う
こ
と

を
止
め
、
つ
ね
に
大
衆
に
開
か
れ
た
「
場
」
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ

う
な
〈
機
能
〉
と
し
て
の
文
学
を
基
点
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
竹
内
は
真
に
革
命

的
な
思
考
を
戦
後
日
本
社
会
に
根
づ
か
そ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
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